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動的な省エネ＆環境デザイン
設計段階で計画した省エネ手法に対し

て、病院関係者・施工者・設計者が

連携して知恵を出し合い、設計～運用

までの一貫したエネルギーマネジメン

トをを実施することで運用時の確実な

省エネ・省CO2の達成を実現した。竣

工後2年間、4半期ごとに年4回のエ

ネマネ協議会を開催し、各担当者の受

け持ち範囲で「どこを」「どうしたら」

省エネにできるかを具体的に示して協

議することで、それぞれの省エネ意識

がより高まり、一過性とならない継続

的な省エネ・省CO2活動を実現してい

る。結果的に一般的な総合病院に対し

て約30%程度の省エネを実現している。

国内4施設目の「特定感染病棟」
中部国際空港直近の自治体病院として

国内 4例目の特定感染病棟を計画し

た。特定感染症指定医療機関ガイドラ

イン及び既設の3施設の設備システム

を調査しながら、今回の常滑市民病院

の規模・体制を踏まえた安全・安心な

設備システムを計画した。
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■青年技術者のことば

ZEB、BIM、IoT、WELLNESSなど新た

なキーワードが続々と出現してい

る現在では、環境・設備分野に求

められる機能は増加・複雑化して

おり、設備設計者に求められる職

能はさらに広がっていくと考えら

れる。社会が持つ課題に対して、

これまでの枠にとらわれない発想

で、社会課題を解決するためのア

イデアを考え提案できるエンジニ

アが必要になると思われる。一方

で、ただ新しいアイデアのみを追

求するのではなく、これまで積み

重ねられた実績に基づいた堅実な

手法も非常に重要であり、私はこ

の2つをバランス良く提案できる

エンジニアになることを目標とし

て、日々の設備設計の業務に向き

合っている。これからも利用者・

運用者の視点を持ちながら、これ

までの常識を疑うことを意識し

て、これまでになかった新しい提

案ができる設備設計者となれるよ

うに日々精進したいと思う。

■すいせん者

田中宏明

㈱日建設計エンジニアリング部門

設備設計グループ

シニアダイレクター

動的な省エネ＆環境デザイン
異なる温熱生理・心理状態の居住者が

混在する小規模店舗の特徴に着目し、

来客者の多様な好みに応えることがで

きる「環境選択式タスクアンビエント

空調システム」を採用した。クール/

ウォームソファによるクイッククール

/ウォームの他、色温度可変調光照明

による視覚的な温冷感の演出、自然換

気有効を知らせる視覚的効果等によっ

て居住者の動作を誘発させる動的な環

境デザインを導入している。

環境選択式タスクアンビエン
ト空調システム
天井局面に沿わせたコアンダ空調によ

りアンビエント域の空調を行い、クー

ル/ウォームソファ・カウンターによ

るクールスポット、ソフトブリーズ

ファンによる気流スポットを形成する

ことで、来客者が自分の好みの環境を

選択可能としている。信用金庫の短い

滞在時間の中で快適な空間を提供でき

ている。

半径50cmのみの局所空調
クール/ウォームソファの開発
環境選択式タスクアンビエント空調シ

ステムの要となるクール/ウォームソ

ファを新規開発した。座面・背面の

クッション部分から空調空気が染み出

し来客者を空調空気が包み込む。

被験者実験により、真夏でも屋外から

入店してソファに着座2分後には快適

と感じる結果となり、クール/ウォー

ムソファの即時冷却効果を確認するこ

とができた。
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